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神谷不二先生略歴・主要著作目録

寸一
昭
和
二
年
一
月
六
日
生

一
昭
和
二

O
年

三

月

一
昭
和
二
四
年
三
月

一
昭
和
二
四
年
四
月

一
昭
和
二
七
年
九
月

一
昭
和
三
四
年
九
月
｜
三
五
年
六
月

一
昭
和
三
五
年
九
月
｜
三
六
年
一
一
月

一
昭
和
三
七
年
四
月

一
昭
和
四
五
年
四
月

一
昭
和
五
二
年
九
月
｜
五
四
年
五
月

一
昭
和
六
O
年
九
月
｜
六
一
年
六
月

一

平

成

三

年

三

月

一

平

成

三

年

四

月

一
平
成
二
二
年
四
月

l
一
四
年
三
月

一
平
成
一
四
年
三
月

一
平
成
二
一
年
二
月
二

O
日

「
l
l

神
谷
不
二
先
生

略
歴
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第
八
高
等
学
校
（
旧
制
）
文
科
甲
類
卒
業

東
京
大
学
法
学
部
（
旧
制
）
卒
業

東
京
大
学
法
学
部
助
手

大
阪
市
立
大
学
法
学
部
助
教
授

米
国
シ
カ
ゴ
大
学
国
際
関
係
学
部
フ
ル
プ
ラ
イ
ト
研
究
員

米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
戦
争
平
和
研
究
所
客
員
研
究
員

大
阪
市
立
大
学
法
学
部
教
授
こ
の
間
大
学
評
議
員
、
学
部
長
を
歴
任

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
お
よ
び
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
客
員
教
授

米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
お
よ
び
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
客
員
教
授

慶
慮
義
塾
大
学
を
選
択
定
年
に
よ
り
退
職

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
授
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
客
員
教
授
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
園
際
社
会
学
部
長

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
退
職

逝
去
（
事
年
八
二
）
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学
外
兼
務
等
（
慶
慮
義
塾
大
学
退
職
後
の
主
要
な
も
の
）

防
衛
学
会
会
長
（
平
成
五
年

l
三
一
年
二
月
）

国
際
安
全
保
障
学
会
会
長
（
平
成
二
二
年
一
一
月
｜
一
四
年
二
月
）

日
本
学
術
会
議
会
員
第
一
六
期
（
平
成
六
年

l
九
年
）
、
第
一
八
期
（
平
成
二
平
ー
一
五
年
）

文
化
庁
国
語
審
議
会
委
員
第
二

O
期
（
平
成
六
年

l
七
年
）
、
第
三
期
（
平
成
八
年

l
一
O
年）

L＿ーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーー一一一ーーーーーーー一一一ーーーーーー 一一一ーーーーーー ーーーーーーー ーーー」
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神
谷
不
二
先
生

主
要
著
作
目
録

神谷不二先生略歴・主要著作目録

一

著

書

『
朝
鮮
戦
争
｜
米
中
対
立
の
原
形
』

『
現
代
国
際
政
治
の
視
角
』

『
教
材
国
際
法
及
び
国
連
憲
章
』

「
現
代
の
戦
争
』
（
福
沢
記
念
選
書
七
）

「
戦
後
日
米
関
係
の
文
脈
』

『
戦
後
史
の
中
の
日
米
関
係
』

『
ア
メ
リ
カ
を
読
む
切
の
ポ
イ
ン
ト
』

『
朝
鮮
半
島
で
起
き
た
こ
と
起
こ
る
こ
と
l
分
断
・
共
存
・
統
一
の
歴
史
と
行
方
」

『
朝
鮮
半
島
論
』

『
勝
負
の
美
学
』

『
国
際
政
治
の
半
世
紀
｜
回
顧
と
展
望
』

ニ
編
著
書

『
ア
ジ
ア
の
革
命
』
（
高
坂
正
嘉
、
尾
上
正
男
と
共
著
）

『
沖
縄
以
後
の
日
米
関
係
』
（
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
l
チ
ス
と
共
編
）

中
央
公
論
社

有
斐
閣

大
阪
市
立
大
学
教
材
部

慶
慮
義
塾
大
学

日
本
放
送
出
版
協
会

新
潮
社

P
H
P研
究
所

P
H
P研
究
所

P
H
P研
究
所

P
H
P研
究
所

三
省
堂

毎
日
新
聞
社

サ
イ
マ
ル
出
版
会

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

一
九
七
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九
一
年

一
九
九
四
年

一
九
九
九
年

二
O
O
一
年

一
九
六
六
年

一
九
七
O
年

L＿ーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー一一ーーー ーーーーーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一ー一一ーー」

145 



法学研究82巻 10号（2009:10) 

「一一ーーー一ーーーーーーーーーー一一一一一一ーーーーーーーーーーーーー一一一一ーー畑町ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーー－，

I
l
l
i
t
－

－

1
1

」

「

戦

争

と

平

和

』

（

編

）

東

京

グ

ロ

リ

ア

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

一

九

七

一

年

『

日

米

経

済

関

係

の

政

治

的

構

造

』

（

永

井

陽

之

助

と

共

編

）

日

本

国

際

問

題

研

究

所

一

九

七

二

年

『
日
本
と
ア
メ
リ
カ
i
協

調

と

対

立

の

構

造

』

（

編

著

）

日

本

経

済

新

聞

社

一

九

七

三

年

「

朝

鮮

問

題

戦

後

資

料

』

（

編

）

全

三

巻

日

本

国

際

問

題

研

究

所

一

九

七

六

年

l
一
九
八
O
年

同
J

常
陸
S
ミ
守
ミ
同
。

S
R
q・め－
sh叫．
E
Bミ旬、足、師、
R
S
a
s
sと
h
w
h
w

もぱ・回。己門田
2
・。。－。・一割
2
2ぽ
d
『

同

MSωω
・
5
∞0
・

（司
B
ロ
区
吉
田
・

4
F
E
ω
Z
E
と
共
編
著
）

『

現

代

の

国

際

政

治

』

（

編

著

）

旺

文

社

一

九

八

O
年
一

『

北

東

ア

ジ

ア

の

均

衡

と

動

揺

』

（

編

著

）

慶

鷹

通

信

一

九

八

四

年

－

「

二

十

世

紀

の

戦

争

』

（

編

著

）

講

談

社

一

九

八

五

年

一

『
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
佐
伯
彰
一
、
荻
昌
弘
、
亀
井
俊
介
、
高
橋
秀
爾
と
共
編
）
三
省
堂
一
九
八
六
年
一

『

現

代

の

国

際

政

治

」

（

高

橋

和

夫

と

共

著

）

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

八

七

年

「

改

訂

版

現

代

の

国

際

政

治

』

（

高

橋

和

夫

と

共

著

）

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

九

一

年

三

翻

訳

書

一

A
・
シ
ュ
ト
ル
ム
タ
l
ル
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
運
動
の
悲
劇
」
（
神
川
信
彦
と
共
訳
）
岩
波
書
店
一
九
五
八
年

ハ
ン
ス
・
モ
l
ゲ
ン
ソ
l
著

「

人

間

に

と

っ

て

科

学

と

は

何

か

』

（

監

訳

）

講

談

社

一

九

七

五

年

『
諸
君
』
一
九
九
一
年
一
一
一
月
号
一

「
世
界
週
報
」
一
九
九
一
年
九
月
一

O
日
号
一

「
日
本
及
日
本
人
』
一
九
九
二
年
四
月
号－

』

L
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四
論
文
・
評
論

「
『
朝
鮮
半
島
」
を
解
読
す
る
」

「
国
連
へ
の
南
北
同
時
加
盟
が
意
味
す
る
も
の
」

「
北
朝
鮮
の
核
」



神谷不二先生略歴・主要著作目録

γーーーーーーーー ー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一

「
日
米
関
係
の
回
顧
と
展
望
」

「
中
韓
国
交
樹
立
で
変
る
北
東
ア
ジ
ア
の
構
図
」

「
過
渡
期
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」

「
憲
法
の
こ
こ
が
い
け
な
い
」

「
世
界
を
視
る
眼
」

「
冷
戦
へ
の
郷
愁
」

「
日
本
は
両
極
端
の
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
よ
」

「
成
熟
せ
る
対
米
関
係
へ
の
課
題
は
何
か
」

「
朝
鮮
半
島
に
あ
る
の
は
『
危
機
」
で
は
な
く
『
機
会
」
だ
」

「
『
第
二
次
朝
鮮
戦
争
近
し
！
」
の
虚
妄
」

「
金
正
日
政
権
は
や
が
て
自
壊
す
る
」

「
金
王
朝
終
罵
と
東
ア
ジ
ア
」

「
ア
メ
リ
カ
へ
の
質
問
」

「
国
際
情
勢
と
外
交
の
進
路
」

「
日
韓
協
調
の
再
出
発
に
望
む
こ
と
」

「
ア
メ
リ
カ
が
沖
縄
を
捨
て
る
日
」

「
韓
国
と
北
朝
鮮
の
現
状
」

「
明
る
い
展
望
を
も
て
な
い
北
朝
鮮
情
勢
」

「
日
米
韓
に
警
告
す
る
『
糞
土
の
』
北
朝
鮮
に
つ
け
こ
ま
れ
る
な
」

「
朝
鮮
半
島
情
勢
の
行
方
を
考
え
る
」

「
世
紀
末
妖
怪
ム
テ
イ
グ
ス
ン
の
挑
梁
」

」

『
新
防
衛
論
集
』
第
一
九
巻
第
四
号
一
九
九
二
年
三
月
号

『
世
界
週
報
」
一
九
九
二
年
九
月
一
五
日
号
一

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
九
三
年
一
月
五
日
号
一

『
諸
君
』
一
九
九
三
年
四
月
号
一

「
新
防
衛
論
集
」
第
一
二
巻
第
二
号
一
九
九
三
年
九
月
号
一

『
諸
君
」
一
九
九
四
年
二
月
号

「
世
界
週
報
」
一
九
九
四
年
二
月
八
日
号
一

『
革
新
』
一
九
九
四
年
五
月
号
一

「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
九
四
年
五
月
二
四
日
号
一

「
諸
君
』
一
九
九
四
年
六
月
号
一

「
世
界
週
報
一
九
九
四
年
八
月
二
日
号

「
諸
君
」
一
九
九
四
年
九
月
号
一

『
新
防
衛
論
集
』
第
二
三
巻
第
一
号
一
九
九
五
年
七
月
号
一

『
日
本
及
日
本
人
』
一
九
九
六
年
一
月
号
一

「
世
界
週
報
」
一
九
九
六
年
五
月
一
四
日
号
一

『
文
蛮
春
秋
』
一
九
九
六
年
一
一
月
号

「
国
連
』
一
九
九
六
年
一
一
月
号
一

『
商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
九
七
年
一
月
号
一

『
諸
君
』
一
九
九
七
年
五
月
号

『
問
題
と
研
究
』
一
九
九
七
年
九
月
号
一

『
諸
君
』
一
九
九
八
年
一
一
月
号

：
l
L
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「
今
後
の
中
華
人
民
共
和
国
と
台
・
日
・
米
の
対
応
」

「
対
米
発
言
力
を
強
化
す
る
に
は
憲
法
問
題
の
解
決
が
急
務
だ
」

「
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
の
外
交
政
策
と
日
米
関
係
」

「
プ
ッ
シ
ュ
政
権
と
対
ア
ジ
ア
政
策
」

「
国
際
政
治
学
徒
の
半
世
紀
」

「
国
際
政
治
の
半
世
紀
」

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
」

「
東
京
大
学
特
別
学
生
」

「
日
朝
交
渉
を
考
え
る
」

「
『
戦
後
総
決
算
』
の
好
機
」

「
朝
鮮
戦
争
を
し
か
け
た
の
は
ど
っ
ち
？
」

「
小
泉
再
訪
朝
と
半
島
情
勢
の
現
状
」

「
六
カ
国
協
議
誰
も
困
ら
な
い
停
滞
」

「
『
太
陽
政
策
で
南
北
統
一
を
実
現
し
て
み
せ
る
』
と
言
わ
れ
た
ら

「
「
日
米
安
保
改
定
に
反
対
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
た
ら
」

「
海
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
」

『
ア
ジ
ア
レ
ポ
ー
ト
』
一
九
九
九
年
九
月
号

『テ
I
ミ
ス
」
二

0
0
0年
三
月
号

「
世
界
週
報
」
二

O
O
一
年
一
月
一
六
日
号

「
ア
ジ
ア
レ
ポ
ー
ト
』
二

O
O
一
年
三
月
号

『
世
界
週
報
』
二

O
O
一
年
五
月
一
九
日
号

『
三
田
評
論
」
二

O
O
一
年
一
一
月
号

『
正
論
』
二

O
O
二
年
四
月
号

『
文
義
春
秋
』
二

O
O
二
年
八
月
号

「
ア
ジ
ア
時
報
』
二

O
O
三
年
一
・
二
月
号

『
日
本
文
化
』
二

O
O
四
年
冬
号

『
文
義
春
秋
』
二

O
O
四
年
一
月

『
ア
ジ
ア
時
報
』
二

O
O
四
年
五
月
号

『V
o
i
c
e」
二

O
O
五
年
一

O
月
号

「
諸
君
」
二

O
O
六
年
四
月
号

「
諸
君
』
二

O
O
六
年
七
月
号

「
文
義
春
秋
」
二

O
O九
年
四
月
号

五
『
産
経
新
聞
』
正
論

「
機
な
お
熟
せ
ず
、
延
期
が
最
良
」

「
指
導
者
が
一
新
さ
れ
な
い
旧
ソ
連
」

「
安
定
時
代
で
の
『
韓
国
病
』
克
服
」

一
九
九
二
年
四
月
一
入
日

一
九
九
二
年
六
月
二
二
日

一
九
九
二
年
一
一
一
月
二
四
日

L一一一一ーーーー一ーーーーーーーーーーー一一ー一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一司－－－ーーーーーーー一一一ーーーー一ーーーーーーーー 」
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神谷不二先生略歴・主要著作目録

「
再
生
へ
の
底
力
を
引
き
出
せ
る
か
」

「
日
米
で
目
立
つ
価
値
観
の
相
違
」

「
U
N
T
A
C
の
努
力
に
も
限
界
」

「
非
自
民
連
立
に
感
じ
る
矛
盾
」

「
山
花
訪
韓
と
非
永
田
町
の
常
識
」

「
韓
国
と
対
等
地
位
を
求
め
る
北
朝
鮮
」

「
北
朝
鮮
問
題
の
誤
謬
を
正
す
必
要
」

「
『
非
金
日
成
化
』
が
歴
史
法
則
」

「
無
神
経
な
米
国
の
単
独
主
義
」

「
当
分
混
迷
を
脱
し
切
れ
な
い
世
界
」

「
元
首
不
在
国
と
重
要
協
約
の
幼
稚
さ
」

「
北
朝
鮮
ペ

l
ス
の
コ
メ
援
助
交
渉
」

「
い
ず
こ
も
常
軌
逸
し
た
常
識
外
れ
」

「
ア
セ
ア
ン
・
マ
フ
ィ
ア
よ
踊
る
な
か
れ
」

「
強
権
政
治
と
民
主
主
義
」

「
ボ
タ
ン
の
か
け
ち
が
え
」

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
消
滅
し
た
か
」

「『
G
8」
で
の
日
本
の
立
場
ぜ
い
弱
に
」

「
駐
日
大
使
論
」

「
終
わ
り
の
始
ま
り
」

「
金
大
中
氏
の
4
つ
の
顔
」

一
九
九
三
年
一
月
三

O
日

一
九
九
三
年
三
月
一

O
日

一
九
九
三
年
五
月
一
一
一
日

一
九
九
三
年
八
月
二
日

一
九
九
三
年
九
月
一

O
日

一
九
九
三
年
一
二
月
二
二
日

一
九
九
四
年
五
月
一

O
日

一
九
九
四
年
七
月
一
四
日

一
九
九
四
年
八
月
一
七
日

一
九
九
五
年
一
月
一
一
日

一
九
九
五
年
五
月
一
九
日

一
九
九
五
年
七
月
五
日

一
九
九
六
年
三
月
六
日

一
九
九
六
年
五
月
一

O
日

一
九
九
六
年
八
月
九
日

一
九
九
六
年
二
一
月
五
日

一
九
九
七
年
五
月
八
日

一
九
九
七
年
六
月
二
四
日

一
九
九
七
年
八
月
一
一
一
一
日

一
九
九
七
年
一

O
月
二
三
日

一
九
九
八
年
三
月
一
九
日
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一
九
九
八
年
四
月
二
五
日

一
九
九
八
年
七
月
二

O
日

一
九
九
八
年
一

O
月
一
三
日

一
九
九
八
年
一
二
月
一

O
日

一
九
九
九
年
一
月
二
二
日

一
九
九
九
年
四
月
一
六
日

一
九
九
九
年
七
月
八
日

一
九
九
九
年
一

O
月
一
九
日

一
九
九
九
年
二
一
月
一
五
日

二
0
0
0年
四

月

二

日

二
0
0
0年
六
月
一
八
日

二
O
O
一
年
二
月
三
日

二
O
O
一
年
四
月
二
四
日

二
O
O
一
年
七
月
二
二
日

二
O
O
一
年
九
月
二
九
日

二
O
O
一
年
一
一
月
三
O
日

二
O
O
二
年
二
月
一

O
日

二
O
O
二
年
四
月
二
七
日

二
O
O
二

年

七

月

三

日

二
O
O
二

年

九

月

七

日

二
O
O
二
年
一
一
月
九
日

「
「
す
る
外
交
』
と
『
し
な
い
外
交
」

「
政
変
二
論
｜
政
権
交
代
に
あ
た
っ
て
」

「
「
パ
イ
ア
グ
ラ
』
比
較
文
明
論
的
考
察
」

「
国
民
の
目
は
醒
め
て
い
た
」

「
ア
メ
リ
カ
の
北
朝
鮮
政
策
批
判
」

「
平
壌
の
高
笑
い
が
聞
こ
え
る
」

「
現
代
中
国
二
論
」

「
コ
ソ
ボ
戦
争
の
残
し
た
も
の
」

「
台
湾
民
衆
の
帰
属
意
識
」

「
『
遠
慮
」
を
も
っ
て
事
に
当
た
れ
」

「
日
韓
協
調
に
限
界
あ
り
と
み
た
」

「
北
朝
鮮
の
路
線
転
換
は
不
可
能
と
見
る
」

「
『
三
重
の
停
滞
』
に
陥
っ
た
北
朝
鮮
」

「
「
唯
一
の
超
大
国
』
に
悩
む
ア
メ
リ
カ
」

「
テ
ロ
制
圧
に
た
だ
乗
り
は
許
さ
れ
ぬ
」

「
テ
ロ
に
潰
さ
れ
た
朝
鮮
問
題
」

「
「
北
朝
鮮
原
理
主
義
』
の
命
運
は
？
」

「
対
露
外
交
に
も
構
造
改
革
が
必
要
だ
」

「
保
守
の
復
権
が
意
味
す
る
も
の
」

「
ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
・
パ
レ
ス
チ
ナ
」

「
北
朝
鮮
を
修
復
不
能
に
し
た
男
」

L＿ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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二
O
O
二
年
一
二
月
二
七
日

二
O
O
三
年
四
月
二
二
日

二
O
O
三

年

九

月

四

日

二
O
O
三
年
一

O
月
一
六
日

二
O
O
三
年
一
二
月
二
七
日

二
O
O
四
年
二
月
一
一
日

二
O
O
四
年
四
月
二

O
日

二
O
O
四
年
五
月
一
七
日

二
O
O
四
年
七
月
一
五
日

二
O
O
四
年
九
月
二
七
日

二
O
O
四
年
二
一
月
二
五
日

二
O
O
五
年
二
月
二
五
日

二
O
O
五
年
四
月
二
八
日

二
O
O
五
年
六
月
二
六
日

二
O
O
五
年
八
月
一
一
一
日

二
O
O
五
年
九
月
二
八
日

二
O
O
五
年
二
一
月
二
日

二
O
O
六
年
一
月
三
O
日

二
O
O
六
年
三
月
三
O
日

二
O
O
六
年
五
月
二
六
日

二
O
O
六
年
八
月
二
一
日

「
韓
国
新
政
権
と
小
泉
路
線
の
協
調
と
矛
盾
」

「
平
和
と
戦
争
の
二
分
法
を
排
す
」

「
北
の
瀬
戸
際
戦
略
は
も
は
や
通
用
せ
ず
」

「六
O
年
安
保
当
時
の
日
本
に
重
な
る
韓
国
」

「
中
国
の
長
期
高
度
成
長
神
話
は
本
物
か
」

「
核
廃
棄
と
体
制
保
証
は
取
引
で
き
ず
」

「
金
正
日
を
延
命
さ
せ
た
韓
国
総
選
挙
」

「
見
落
と
せ
ぬ
首
相
再
訪
朝
の
国
際
環
境
」

「
ウ
ソ
に
厳
し
い
米
国
人
の
心
は
何
処
に
」

「
韓
国
に
育
つ
親
北
路
線
へ
の
憂
国
ム
l
ド」

「
親
中
派
と
戦
後
進
歩
派
に
見
る
相
似
性
」

「
虚
妄
と
幻
想
に
満
ち
た
六
カ
国
協
議
」

「
日
中
間
に
は
関
係
悪
化
の
歯
止
め
な
し
」

「
誰
も
困
ら
な
い
六
カ
国
協
議
の
停
滞
」

「
変
化
し
た
六
カ
国
協
議
の
内
部
枠
組
み
」

「
六
者
合
意
は
実
相
の
見
極
め
こ
そ
重
要
」

「
慮
武
鉱
外
交
の
重
大
な
る
矛
盾
と
限
界
」

「
北
の
正
常
化
な
く
日
朝
の
正
常
化
な
し
」

「
ザ
・
デ
イ
・
ア
フ
タ
ー
を
視
野
に
入
れ
よ
」

「
楽
観
許
さ
れ
ぬ
投
致
の
国
際
連
携
拡
大
」

「
国
際
政
治
の
動
向
判
断
で
肝
心
な
こ
と
」

L由－－ーーーーーーーーー’ーーーーーーーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ーーーーー」
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二
O
O
六
年
一

O
月

二

日

二
O
O
六
年
一
一
月
一
一
一
二
日

二
O
O七
年
一
月
一
四
日

二
O
O七
年
二
月
二
六
日

二
O
O
七
年
五
月
一
八
日

二
O
O七
年
八
月
一

O
日

二
O
O七
年
一
一
月
六
日

二
O
O
八
年
二
月
二

O
日

二
O
O
八
年
六
月
二
一
日

二
O
O
八

年

八

月

一

日

二
O
O
八
年
一

O
月
一
七
日

二
O
O
八
年
一
二
月
一
二
一
日

「
新
政
権
が
対
北
政
策
で
心
す
べ
き
こ
と
」

「
ア
メ
リ
カ
の
対
北
政
策
に
落
胆
」

「
六
者
協
議
の
不
毛
の
連
鎖
を
断
て
」

「
六
者
合
意
の
「
譲
歩
圧
力
』
に
屈
す
る
な
」

「
核
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
投
致
な
ら
ず
」

「
米
の
核
融
和
政
策
と
投
致
強
硬
策
の
両
立
」

「
北
の
核
「
無
能
力
化
』
の
虚
妄
」

「
六
六
歳
に
な
っ
た
金
正
日
の
今
」

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
「
実
利
主
義
』
へ
」

「
北
独
裁
の

3
代
世
襲
は
難
し
い
」

「
『
核
』
と
『
投
致
」
の
日
米
ギ
ャ
ッ
プ
」

「
複
眼
で
視
る
オ
パ
マ
政
権
と
世
界
」

附
記
今
回
掲
載
し
た
近
時
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
授
増
田
弘
先
生
に
ご
教
示
戴
い
た
。
ま
た
論
文
と
評
論
に
つ
い
て

は
、
神
谷
不
二
先
生
が
慶
慮
義
塾
大
学
退
職
後
に
発
表
さ
れ
た
主
な
も
の
の
み
掲
載
し
た
。
本
目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
工
科
大
学
の

落
合
浩
太
郎
准
教
授
の
全
面
的
な
協
力
を
得
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
神
谷
先
生
の
慶
慮
義
塾
大
学
退
職
以
前
の
時
期
の
詳
細

な
著
作
目
録
は
本
誌
第
六
五
巻
第
二
号
（
一
九
九
二
年
二
月
）
お
よ
び
『
神
谷
不
二
研
究
会
二
十
二
年
史
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
神
谷
不
二

研

究

会

刊

、

一

九

九

一

年

一

一

一

月

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

。

（

赤

木

完

爾

記

）
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